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情報専門教育分科会 

2021 年(令和 3 年)12 月 15 日、2022 年(令和 4 年)1 月 28 日、2 月 1 日に平均 7 名が出

席し、3 回開催した。新しい価値の創造を目指す PBL 授業の普及・推進方策の仕組みとし

て、昨年度に提案した｢大社接続 PBL マッチング｣サイトを再構築し、クラウド上に

SDGs(持続可能な開発目標)の解決を目指した知の創造を展開する共創活動の拠点として、

大学の学生、企業、民間の団体組織、地域社会等のイノベーションに意欲のある関係者が

集い、分野を横断したフォーラム型の PBL サイト｢SDGs サイバーフォーラムコモンズ｣

を構築する構想をとりまとめ、2022 年(令和 4 年)3 月 16 日の｢産学連携人材ニーズ交流会｣

に提案した。以下に、研究活動を報告する。 
 
（１）新しい価値を創造する学びの授業モデルの具体的な検討 

① 知識の量や与えられた課題を処理するだけでは、世界が求める持続可能社会の実現
は達成できない。膨大な情報の中から価値ある情報を発見し、談論風発の議論を繰り
返す中で真理の探究を通じてイノベーションに立ち向かう人材育成に、地域社会や産
業界などを巻き込んだ教育の推進・普及が必要であり、大学教育の新しいチャレンジ
が急がれる。 

 
② 本モデルの仕組みについての再確認と再構築 

※ 学内の授業に加えて、企業・地域社会等の組織、分野の専門家・有識者などと連
携・接続(以下、｢大社接続｣という)を行い、気づきや価値創造の機会を提供する仕
組みとして、メタバースを活用するなどクラウド上にフォーラム型の PBL サイト
を構築する。 

※ フォーラム型 PBL は、SDGs の演習授業で実施しているチームを対象に、大社接
続による学びの希望を募り、クラウド上の｢大社接続 PBL マッチングサイト｣に掲
載する。 

※ 「大社接続 PBL マッチングサイト」には、17 の SDGs の目標ごとに大学のチー
ムを整理し、チームでの活動内容を紹介するため、具体的な解決案のテーマ、問題
発見・課題設定・解決方法などの学修内容、チームの構成、学修期間、オープンな
意見交換に求める内容などを掲載する。 

※ 企業・地域社会・有識者は、掲載された PBL 授業の取組みについて興味・関心
のあるチームを選別し、PBL 授業の連携・接続を意思表示する。 

※ 本サイトの運営は、理想的には文部科学省の事業として、国立大学で進めようと

るが、教員・教室、学部との連携など課題がある。また、文系学生でも参加できる教
材の開発などを考えている。 

＊ データサイエンス教育は来年度に実績をつくり、次年度に教育プログラム認定の申
請を計画している。 

＊ 学科内ではコロナ禍で授業が実施できなかった科目もあり、ICT の設備や活用が進
んでいない現状が表面化してきた。 

＊ 理工系大学だが、人工知能科目の数式部分で落ちこぼれる学生が出てきたことか
ら、学生にどのような対応をしているのか知りたい。 

＊ 情報リテラシー教育の見直しを進めている。学科ごとにリテラシー教育が実施され
13 種類のカリキュラムが存在しており、統一することを目指している。 

 
３．今後の情報交換会について 
（１）取組みや課題を共有するため、定期的に開催することにした。アンケートフォーム

により、今後のテーマや日程希望などを調整する。予定では、2 ヶ月に１回 17 時以
降、１時間程度の開催ペースで継続を図ることが確認された。 

（２）今後意見交換する課題の一例として、データサイエンス科目に関して、学生の興味・
需要、履修希望が多い場合の抽選制の可能性、レベル感はどうかなどがあげられた。
また、2022 年度にデータサイエンス基礎で 1 科目設置し、応用カリキュラムの検討
も進めている。企業に外部講師を依頼し、キャリア科目で就職先の夢を感じてもらう
意識付けをしているなど取組み例の紹介があり、次回以降の意見交換につなげた。 
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